
 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 長  水 口 悟 

蟄虫戸を坯す（すごもりのむし とをとざす 秋分・次候） 

  虫が隠れて戸をふさぐころ。土の中への巣ごもりの仕度をはじめます（新暦では、およそ九月二十八日～十月二日

ごろ 日本の七十二候を楽しむより） 

 

 「泣けました。」という牧下保育園長さんの言葉。子どもたちの成長を幼い頃から一番長く見届けている方の言

葉には重みがあります。子どもたちの集中力はすばらしかった。２学期が始まり，約１０日で合同運動会を仕上

げてしまいました。しかし，子どもたちへの指導の布石は，１学期から小中学校の先生方により着々と打たれて

いました。少人数であるがゆえに難しい団長の選出等々，９月９日に至るまでに数々の感動のドラマがありまし

た。期待しているからこその厳しい指導に，あるときは立ち尽くすこともありましたが，しっかりと自分を見つ

め直し応えて見せてくれる子どもたちの成長ぶりは，見ていても心に迫るものがありました。「先生方，よくここ

まで伸ばしてみえる。」と，菱田（主幹教諭）先生が，子どもたちと先生の様子を幾度か話してくれました。赤団

と白団のキレのある声と統一感ある動きは，日に日に逞しくなり，体育館から聞こえてくる声も大きく迫力ある

ものに変わっていきました。長期スパンの教育の過程で，一つ一つの壁を感動のドラマとともに乗り越えさせる

先生方の熱い指導はやはり凄い。教育のプロです。小規模校のよさを生かし‘手厚く鍛える’という指導により，

一人一人の個性が輝き出します。 

プログラムＮｏ１３大縄跳び（小中全員）を思い出します。児

童から生徒へ，生徒から児童へインタビューする姿は大変微笑ま

しく，それぞれのパフォーマンスも笑えました。それでも，勝負

になれば赤団も白団も真剣・絶対負けるものかモードに切り替わ

り，一心に縄を跳び続けました。大縄を跳ぶリズムを作り出すた

めに「ハイ！ハイ！」と声をかけ合う小学生の姿や，自ら大縄を

跳び続けながら団員全員に声をかける中学生の姿は，とても頼も

しかった。９年間という発達段階の異なる子どもたち全員の姿を

一同に見られる，この合同運動会のすばらしさを改めて再認識し

ました。決勝審判の平田先生が渋い声で判定を伝えます。一瞬，

静まり変えるグランド。「合計！６０８ ＶＳ ６０４で赤団の勝

ち！」晴哉さんのプレゼントポイントも加わり，「感動の種目」となりました。９年間という年齢差のある小中合

同運動会の中で，「思いやりと憧れ」という学年の枠を超えた小中一貫教育こそが生み出す刺激が，見事に子ども

たちを育んでいると感じました。 

 

８４名の子どもたち全員と保護者・地域の方々が笑顔いっぱいに映っている写真が大好きです。「信じ合い輝く

荘川町」映し出している象徴の一枚です。「私にできることがあれば何でもやるよ。」と言ってくださった三島さ

ん，本当にありがとうございました。最終種目「荘川町伝統のえっさえさ」後に，青空に向かってドローン撮影し

たみんなの笑顔は，第１０回小中合同運動会記念の一枚になりました。 
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郷土を舞台に 夢に向かい ともに歩む学校 

心豊かで 

たくましい荘川っ子 

 

・考える子 

・思いやりのある子 

・元気な子 

＜第10回 小中合同運動会記念写真＞ 

○夏休みの作品展入賞おめでとうございます！ 

① 科学作品展 銅賞  3年：直井 空良 さん 「われないシャボン玉を作りたい！」 

  科学作品展 努力賞 1年：日比野 暖 さん 「いちにちのかげ」 

② 読書感想文 優秀賞 4年：荒川 琥珀 さん  「ゆめはかなう」 

読書感想文 優秀賞 3年：直井 空良 さん 「花さき山に花をさかせたい」 

③ 火災予防作品     ポスター部門 高山市消防本部消防長賞 1年 日比野 暖 さん 

下水道コンクール作品 ポスター部門 入選          3年 日比野 福 さん  

 
 １１月の主な行事（予定） 

◆１１月 5日（木）街頭指導 ◆11月11日（土）PTA環境作業（雪囲い） 学校保健会講演会  

◆１１月13日（月）高山市研究会（午前授業）  ◆１１月15日（水）6年生芸術鑑賞 

◆１１月１６日（木）荘川保小中学校公表会（終日）会場：荘川保育園・荘川小学校・荘川中学校 

◆１１月２０日（月）スピーチ集会 ◆11月21日（火）引き渡し訓練の予定 

 

 

 


